
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　　　　　　　　　　　　　　 が和歌山県「企業の森」事業に参画

                    ～「日本化学の森 」として森林を育成～

和歌山市に本社を置き、有機化学工業では、日本で最も長い歴史を持つ研究開発型化学メーカーの

「株式会社日本化学工業所」が「企業の森」事業に参画するにあたり和歌山県、田辺市と森林保全・

管理協定を締結します。

古くから林業の盛んな田辺市龍神村の森林を保全するため、令和6年より、広葉樹（ヤマザクラ、

クヌギ等）の植栽活動が開始されます。

株式会社日本化学工業所の参画により、和歌山県「企業の森」の参画団体数は９２企業・団体、
活動場所は１０６カ所（309.47ha）となります。

■ 活動の概要
①活動地

森林の名称：「日本化学の森 」

田辺市龍神村福井字上ミ平地内 ２．４８ha（民有林）

②実施計画

・令和６年春から、広葉樹の植栽（ヤマザクラ、クヌギ等）を開始する

・現場管理等については、龍神村森林組合に委託する

■ 森林保全・管理協定の調印式
令和５年６月５日（月）９：３０～

・場 所：和歌山県庁本館３階 知事室

・出席者：株式会社日本化学工業所 代表取締役社長

田辺市長代理(副市長)

和歌山県知事

龍神村森林組合 代表理事組合長

■ 参考
○株式会社日本化学工業所

所在地 ：和歌山市小雑賀一丁目1番11号
創 業 ：大正9年（1920年）11月
事業内容：各種合成染料、蛍光増白剤、その他光線の吸収及び放射を利用した

各種機能性化学品の開発・製造・販売

(株)日本化学工業所では国連が提唱するSDGs

に賛同し、全社でSDGs活動を推進

活動地


